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Ⅰ．はじめに
　2012年 4月より，米国Georgia州Atlanta市にあ
るEmory大学のEmory Center for Critical Care
（ECCC）に，medical observer及びresearcherと
して留学しているので，その現状を報告します。
Ⅱ．Emory大学について
　Emory大学は1836年に設立された全米屈指の
私立大学です。緑豊かな広大なキャンパス（写真
1）には警察署，消防署やホテルも存在します。
また10,000人以上の学生が在籍し，数多くの著名
人が輩出されています。法学や神学が有名で，ジ
ミー・カーター元大統領やダライラマ14世の二人
のノーベル平和賞受賞者も教鞭を執っているよう
です。
　医学部も同大学の看板的存在です。診療部門で
は集中治療以外にも，臓器移植，脊髄疾患，心
臓外科等が有名です。隣接する米国疾病予防管
理センター（Centers for Disease Control and 
Prevention: CDC）とも連携をとる等，研究も活
発に行われています。Emory大学とCDCには併
せて30人以上の日本人研究者が留学，在籍してい
ます。
Ⅲ ．Emory Center for Critical Care （ECCC）
の見学
　私は医学部の集中治療部門の集合体である
ECCCに所属しています。責任者のProf. Buchman
は米国集中治療医学会（Society of Critical Care 
Medicine）のpresidentであった経歴を持つ有名な
方です。ECCCは全米で最も充実した集中治療施
設の一つと言われていましたので留学前から楽し
みでした。
　ECCCは二つの医学部附属病院（それぞれ579
床，511床）に存在する計 9つの ICUを管理して
います。病床数は ICU全体で147床（全病床の
13.5%）と，日本では考えられない規模ですが，
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写真 1　総面積2.6㎢と広大で緑に囲まれたEmory大学キャンパス。
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のが目立ちます。彼らは，医師と看護師の中間に
位置する専門職ですが，気管挿管や中心静脈カ
テーテル挿入等，ICU内での必要な手技を殆どや
りこなします。彼らの手技が時として自分よりも
上手く見える事もあります。Prof. Buchmanは集
中治療の発展にはNP/PAが必要不可欠である事
を肝に銘じるようにと，私に話してくれました。
　そのほか，日本ではみられない治療装置，具体
的には人工肝補助療法であるMARS，循環補助
装置である impellaの実物を見る事ができました。
これらの装置と，日本で用いられている同様の役
割をなす他の装置の違いについて，こちらの医師
達と討論するのはとても楽しくかつ勉強になって
います。
Ⅳ．研　　究
　留学のもう一つの目的は研究です。私は臨床医
療で経験した症例群を後ろ向きに調査し，病態や
治療内容に新たな知見を見出す作業が好きで，特
に敗血症患者を対象に行ってきました。この事
をProf. Buchmanに伝えたところ，彼はすぐに敗
血症患者のリストを渡し，私を敗血症研究チーム
に紹介してくれました。驚いた事に過去 2年間
のECCCでの敗血症患者数は1,600症例と莫大な
ものでした。この1,600症例の何を調査したら良
こちらの医師によれば，大学病院の機能を維持す
るには全病床の 1割を超える病床数が必要との事
でした。各 ICUには12－20床の病床があり，全
て広い個室で，アメニティも充実しています。患
者にとってもスタッフにとっても快適な環境であ
り，とてもうらやましく思いました。
　それぞれの ICUでは，集中治療専門医が責任
者として 1週間単位でローテートし，resident医
師，nurse practitionerやphysician assistant （NP/
PA）を指導しています。看護師も 1対 1対応で
配属され，そのほかにも呼吸療法士（respiratory 
therapist），薬剤師，栄養士等が専属的に配属さ
れています。私はこれらの ICUを定期的にロー
テートしています。
　どの ICUでもベッドサイドでの責任者による
教育と診療を兼ねた回診で 1日がはじまります
（写真 2）。回診は毎日行われ，教える側も教わる
側も徹底的に討論し，とても活発です。私もこの
討論に参加しましたが，相手が妥協しないので，
とても気を遣います。
　実際の医療行為は，回診の合間をねらって行
われています。基本は526ページに及んだプロト
コール集であり，これに沿ってresidentやNP/
PAが医療行為を実施します。責任者は口頭指導
のみでめったに手技に介入しません。日頃の教育
が充実しているせいか，NP/PAの動きが機敏な
写真 2　回診の様子。熱心で一人の患者に 1時間かける事もある。
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援に支えられ，今では楽しく過ごしています。仕
事がオフの週末には観光にも出かけたりしていま
す。市内にある世界一大きな水槽を持つジョージ
ア水族館や巨大な花崗岩からなるストーンマウン
テン公園は，どれも見応えがあり，こちらを訪れ
た際にはお勧めです。また遠距離ドライブにも
チャレンジし，日本の方が殆ど訪れないグレート
スモーキーマウンテン国立公園やマンモスケイブ
国立公園にも出かけました。遊ぶ事が留学の主目
的ではないのですが，日本では見られない雄大な
自然に遭遇すると，心身共にリフレッシュされ，
貴重な体験となりました。
Ⅵ．おわりに
　米国でobserverとして実際の医療に参加し，
同時に研究を行う事はとても有意義です。Emory
大学の日本人留学生には，このようなスタイルを
とった者は一人もいなく珍しいと言えますが，本
留学を企画しさらに支援して頂いた当教室の平澤
博之名誉教授，織田成人教授並びにEmory大学
のProf. Buchmanのお蔭だといえます。 3名の先
生には，心からお礼を申し上げたいと思います。
これらの貴重な体験を帰国後の医療人生に生かし
たいと考えています。
　これから海外留学を目指している皆様へも，私
のようなresearcherと臨床医療のobserverを兼
ねたスタイルの留学をぜひ推奨したいと思いま
す。
いか当初は困惑し，ひたすら電子カルテをチェッ
クする毎日が続きました。しかしミーティングで
貴重な助言を頂く等，メンバーの皆様のサポー
トによって，何とか二つの研究結果を得る事が
できました。2013年 1月に開催されたSociety of 
Critical Care Medicineの国際学会（プエルトリ
コ）でその成果を発表する事ができ，何とか一つ
の形となって帰国できそうです。また1,600症例
の電子カルテを全て見通す事で，こちらの医療事
情をある程度知る事ができ，この事も有意義な体
験となりました。
Ⅴ．Atlantaでの生活
　以上，ECCCでの見学・研究活動を記載しまし
たが，ここではAtlantaでの生活について述べた
いと思います。
　Atlantaはご存じのようにオリンピックが開
催された大都市です。世界一忙しい空港と言わ
れているHartsfield-Jackson Atlanta国際空港を
拠点とするデルタ航空を中心に，コカ・コーラ，
CNN等の大企業が本社を置いています。南部の
アパラチア山脈近傍に位置し，温暖湿潤な気候で
あり，緑地も多くみられ，“Green city”とも呼
ばれています。大都市の割に物価も高くなく全米
でも生活しやすい地域の一つと言われています。
　私は妻と息子の 3名でアトランタにやってきま
した。当初は不安が続く毎日でしたが，こちらの
皆様のサザンホスピタリティにあふれた親切な支
